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令
和
５
年
９
月
に
制
定
さ

れ
た
町
議
会
基
本
条
例
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
、
町
民
の
負

託
に
応
え
る
た
め
、
町
議
会

議
員
は
誠
実
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
議
会
議
員
が

各
案
件
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
思
を
表
明
し
た
の
で
、

今
回
は
そ
の
意
思
表
明
で
あ

る
討
論
に
焦
点
を
当
て
て
振

り
返
り
ま
す
。

承
認
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

（
白
子
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
）

質
疑
、
討
論
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

承
認
第
２
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

（
白
子
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
）

質
疑
、
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。
紙
面
の
都
合
、
質
疑
は

省
略
し
、
討
論
を
掲
載
し
ま

す
。

　
　

市
川　
隆
子 

議
員

私
は
本
案
に
反
対
の
立
場

か
ら
討
論
し
ま
す
。

賦
課
限
度
額
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
、
高
額
所
得
者
に

応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
で
低
所
得
者
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
と

国
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
物
価
は
上
が
り

自
営
業
者
も
資
機
材
な
ど

様
々
な
も
の
が
値
上
げ
さ
れ

て
い
ま
す
。

雇
い
主
負
担
の
な
い
国
保

は
、
全
国
知
事
会
で
も
求
め

て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
国

が
補
助
を
増
額
し
て
国
保
税

の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
本
案
に

は
反
対
し
ま
す
。

反対

令和６年第１回白子町議会臨時会が４月８日に開催
特に議会に提出する案件が生じたときなど、必要に応じて開かれる議会を「臨時会」と

言います。
今回の臨時会では、専決処分の承認案件２件と一般会計補正予算の予算案件１件が議
題となりました。

●承認第１号　専決処分事項の承認を求めることについて
　　　　　　　（白子町税条例の一部を改正する条例の制定）
●承認第２号　専決処分事項の承認を求めることについて
　　　　　　　（白子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定）
●議案第１号　令和６年度白子町一般会計第１回歳入歳出補正予算について

各議題に対して、議員から質疑があり、当局の答弁を求めました。
また、表決を行う前に議題に対して賛成又は反対の意見を述べる討論が交わされまし
たので、今号は特に討論に注目してお知らせします。
なお、結果として、承認第１号及び承認第２号は原案のとおり承認され、議案第１号は
否決されました。

議会だより「白子の議会」でもそうですが、議会で使われている言葉や用語は分かりにくいも
のが多いです。その中の少しですが、今回話題となったものを説明します。

専決処分（�せんけつしょぶん）…議会が議決すべき事項を時間的に待てない緊急な場合などに、
町長が代わって意思決定することをいいます。専決処分をした後は、議会に報告し
承認を求める手続きが必要です。

討　　論（�とうろん）…会議で議題となっている案件に対し、賛成か反対かの意思・意見を表
明することをいいます。
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議
案
第
１
号

令
和
６
年
度
白
子
町
一
般

会
計
第
１
回
歳
入
歳
出
補
正

予
算
に
つ
い
て

質
疑
、
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。
紙
面
の
都
合
、
質
疑
は

省
略
し
、
討
論
を
掲
載
し
ま

す
。

　
　

 

酒
井　
良
信 

議
員

補
正
予
算
案
に
反
対
の
討

論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
私
は
統

合
問
題
は
賛
成
の
立
場
で
あ

り
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
等
で
反

対
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

非
常
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

小
学
校
の
統
合
問
題
は
、

教
育
の
分
野
で
は
白
子
町
誕

生
以
来
の
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
民
に
も
議
会
に
も
十
分
な

説
明
も
さ
れ
な
い
ま
ま
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
は
１
０
０
席

の
椅
子
を
用
意
し
て
も
１
回

あ
た
り
10
名
程
度
の
参
加
し

か
な
く
、
議
会
へ
も
具
体
的

な
説
明
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

構
想
の
全
体
像
が
み
え
ま
せ

ん
。

議
会
軽
視
で
あ
り
ま
す
。

本
来
、
教
育
委
員
会
が
主

体
で
議
論
が
進
め
ら
れ
る
べ

き
も
の
を
企
画
財
政
課
が
こ

の
問
題
を
進
め
て
き
た
こ
と

は
、
教
育
委
員
会
も
軽
視
し

て
お
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
し
た
構
想
も
な

く
、
補
助
金
申
請
ま
で
に
時

間
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
設

計
業
務
委
託
費
を
組
む
こ
と

は
業
者
に
丸
投
げ
す
る
こ
と

に
な
り
、
あ
ま
り
に
も
ず
さ

ん
で
住
民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
小
学
校
の
老
朽
化
を
言

う
な
ら
ば
、
中
学
校
の
方
が

建
設
が
古
く
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、

地
震
が
多
発
し
て
い
る
中
、

防
災
拠
点
で
あ
る
役
場
庁
舎

の
耐
震
性
も
問
題
が
あ
り
ま

す
。当

然
、
こ
ど
も
の
増
え
る

施
策
に
も
っ
と
予
算
を
組
む

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
財
政
の
中
で
、
そ
の
使
い

方
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

以
上
の
理
由
か
ら
今
回
の

提
案
の
補
正
予
算
に
は
反
対

い
た
し
ま
す
。

議
員
各
位
の
賛
同
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

 　
宗
島　
理
仁 

議
員

私
は
令
和
６
年
度
白
子
町

一
般
会
計
第
１
回
歳
入
歳
出

補
正
予
算
に
賛
成
の
立
場
か

ら
討
論
い
た
し
ま
す
。

３
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
議
会
定
例
会
の
際
に
も
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
の

補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
た
小

学
校
建
設
事
業
に
お
け
る
小

学
校
設
計
業
務
委
託
料
１
億

２
千
万
円
に
つ
い
て
は
令
和

６
年
度
に
策
定
予
定
の
小
学

校
建
設
に
関
す
る
基
本
方
針

及
び
基
本
計
画
案
に
密
接
に

関
係
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
が

反対

賛成

白
子
町
小
学
校
適
正
配
置
等
検
討
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
最
終
答
申

白子中学校

 令和６年１月１０日 

 

白子町教育委員会教育長 御園 正二 様 

 

白子町小学校適正配置等検討委員会 

                         委 員 長  榊 田  充 克 

 

白子町立小学校の適正配置に関する具体的な方策について（最終答申） 

 

 令和４年５月２７日の「白子町小学校適正配置等検討委員会」において、諮問のあった標記の

件について、下記のとおり答申いたします。 

 

記 

 

１ 主旨 

我が国全体の人口問題に視点を当てると、２００８年（平成２０年）をピークに人口減少局

面に入っています。また、年少（０～１４歳）人口についても、１９８０年代初めの２７００

万人規模から減少を続けており、２０６０年にはおよそ７９１万人になることが推計されま

す。これらの背景の下、小・中学校が過度に小規模化したり、教育条件への影響が出たりする

ことが懸念されています。 

本町においても、人口減少、出生数低下が著しく、令和３年度の出生数は、町全体で 29 名

と減少しております。そこで、令和４年５月に「白子町小学校適正配置等検討委員会（以下

「検討委員会」という。）」が発足し、小学校の配置について検討を重ねてまいりました。 

本答申は、子どもたちの教育環境を最優先に考えて審議した結果として、白子町立小学校の

適正配置について答申するものです。なお、審議にあたっては、文部科学省の定めた「小学校

適正規模」、「白子町の年度別出生数」を踏まえ、「学校視察」、「保護者アンケート」及び

「意見交換会」等を実施し、様々な見地から慎重に検討を行い、この最終答申に至りました。 

 

２ 具体的な小学校配置案について 

 〇  白子町の小学校配置は、現在の３校を統合して、１校にするべきだということになりまし 

た。 

（１） 理由 

・ 現在３校とも、各学年１学級だが、児童の減少により、2029 年（令和 11 年）には、２  

学年が一緒のクラスになる複式学級になることが危惧されるため、複式学級は回避した 

い。 

・ ３小学校の施設が老朽化しており、改修には、多額の費用が必要になる。 

（２） 統合時期 

・ 複式学級になることが危惧される 2029 年（令和 11 年）以前が望ましい。 

（３） 使用校舎・場所 

・ 校舎は、津波等の被害を受けにくい場所で、３階建以上の新築校舎。 

・ 町の中心部。 

【付帯意見等】 

・ 白子町として魅力ある学校教育ができるように、計画的に教育環境を整え、充実させる

こと。 

・ 小中一貫教育を視野に入れ、中学校敷地内に校舎を建設すること。 

・ 現在のきめ細やかな指導体制を維持するために、教員だけでなく、支援員等の配置を充 

実させること。 

・ 津波対策、道路整備等の安全対策を講じるとともに、白子町立小学校独自の安全マ 

ニュアルを作成すること。 

・ スクールバス等の通学手段を整備するとともに、バスロータリーや保護者駐車場を確保 

  すること。 

・ 統合して、廃校となった施設や跡地利用を十分考慮すること。 

・ 保護者や地域住民の意見を十分に尊重すること。 
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欠
け
て
も
小
学
校
統
合
に
関

し
て
遅
れ
が
出
る
と
強
く
懸

念
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
学
校
に
通
学
し

て
学
ぶ
意
味
と
は
、
昔
か
ら

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
と
言
い

ま
す
が
、
学
校
に
は
読
み
書

き
や
計
算
、
各
教
科
の
学
習

を
通
じ
て
、
知
識
や
技
能
を

習
得
す
る
と
い
う
大
切
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
教
育
の
目

的
が
人
格
の
完
成
で
あ
る
と

考
え
た
と
き
に
、
学
校
に
は

最
も
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま

す
。そ

れ
は
多
様
な
価
値
観
を

持
つ
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、

学
校
生
活
を
通
じ
て
集
団
で

話
し
合
い
、
励
ま
し
あ
い
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
を
身
に
着

け
、
社
会
性
や
人
間
関
係
を

形
成
す
る
力
を
育
む
場
と
し

て
の
役
割
で
す
。
こ
の
集
団

で
生
活
し
、
学
び
あ
う
こ
と

そ
の
も
の
が
学
校
に
通
学
し

て
学
ぶ
意
味
の
本
質
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の

急
速
な
少
子
に
よ
っ
て
児
童

数
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
加
え
、
学
校
施
設
の
老

朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

白
子
町
に
お
い
て
、
集
団
の

中
で
多
様
な
考
え
方
に
触
れ

る
機
会
や
学
び
あ
い
の
機
会
、

切
磋
琢
磨
す
る
機
会
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
先
日
も
申
し
上
げ

た
白
潟
小
学
校
で
起
き
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
男

女
比
の
偏
り
が
生
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
授
業
参
観
で
児

童
の
様
子
を
見
て
い
ま
す
と
、

学
習
の
成
果
発
表
は
児
童
数

が
少
な
い
た
め
に
児
童
か
ら

多
様
な
発
言
が
引
き
出
し
に

く
く
、
授
業
展
開
に
制
約
が

生
じ
、
班
活
動
や
グ
ル
ー
プ

活
動
に
制
約
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
実
際
に
目
の
当
た

り
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
に
学
校
統
合
の
議
論

を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

り
良
い
教
育
環
境
を
作
る
機

会
と
考
え
、
教
育
環
境
を
刷

新
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。更

に
小
学
校
統
合
後
、
廃

校
施
設
は
白
子
町
に
と
っ
て

貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
な
が
ら
有
効
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

現
在
、
国
民
体
育
館
及
び

武
道
場
の
使
用
禁
止
に
伴
い
、

代
替
施
設
を
利
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
現
状
に
お
い
て

は
、
統
合
後
の
使
用
し
な
く

な
っ
た
体
育
館
の
活
用
が
考

え
ら
れ
、
１
年
先
送
り
す
る

こ
と
は
私
た
ち
子
育
て
世
代

の
み
な
ら
ず
、
町
民
全
体
が

不
利
益
を
生
じ
ら
れ
て
し
ま

う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
学
校
統
合
の
議
論
が
地

域
や
大
人
の
都
合
を
基
に
考

え
ら
れ
る
意
見
が
多
い
中
で

子
供
た
ち
の
未
来
を
切
り
開

く
新
た
な
教
育
環
境
を
作
る

議
論
と
な
る
こ
と
を
望
み
、

そ
し
て
何
よ
り
町
執
行
部
に

は
白
子
町
の
子
ど
も
た
ち
の

視
点
で
議
論
す
る
こ
と
、
常

に
町
民
に
対
し
開
か
れ
た
丁

寧
な
議
論
を
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
し
、
本
案
に
賛
成
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
の
賛
同
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　

大
多
和
正
夫 

議
員

私
は
、
本
案
に
反
対
の
立

場
で
討
論
し
ま
す
。

我
が
町
の
人
口
減
少
に
伴

い
子
供
の
出
生
が
減
少
し
て

い
る
中
、
小
学
校
の
統
合
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
状
況
で

あ
り
、
小
学
校
の
統
合
は
必

要
と
思
い
ま
す
。

本
年
１
月
に
小
学
校
適
正

配
置
等
検
討
委
員
会
よ
り
、

小
学
校
の
統
合
は
避
け
て
は

通
れ
ず
、
統
合
の
時
期
は
令

和
11
年
以
前
が
望
ま
し
い
と

答
申
さ
れ
た
内
容
の
報
告
を

受
け
、
教
育
委
員
会
と
し
て

令
和
７
年
２
月
迄
に
「
基
本

方
針
及
び
基
本
計
画
策
定
」

を
進
め
た
い
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
教
育
委
員
会
で

具
体
的
な
協
議
が
さ
れ
て
い

な
い
中
「
令
和
９
年
小
学
校

統
合
」
計
画
は
ど
こ
で
判
断

さ
れ
た
の
か
も
不
思
議
で
あ

り
ま
す
。

今
後
は
、
子
供
達
の
た
め

に
教
育
委
員
会
に
て
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て

具
体
的
な
協
議
を
進
め
、
設

計
に
向
け
た
具
体
的
な
仕
様

が
決
定
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。私

は
、
教
育
委
員
会
の
会

議
で
何
の
決
定
も
し
て
い
な

い
今
の
段
階
で
「
学
校
建
設

の
設
計
委
託
の
予
算
は
計
上

す
べ
き
で
な
い
」
と
思
う
か

ら
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は

本
案
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

反対

授業風景

白子中学校　校歌
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南白亀小学校

　

 　
髙
山　
隆
一 

議
員

　
私
は
小
学
校
統
合
に
賛
成

の
立
場
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

２
年
以
上
に
わ
た
り
執
行

部
の
努
力
に
よ
り
、
町
民
の

60
％
以
上
の
賛
同
が
得
ら
れ
、

最
短
で
令
和
９
年
度
実
施
を

目
指
し
提
出
さ
れ
た
本
案
に
、

賛
成
の
立
場
か
ら
議
員
各
位

の
賛
同
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

小
学
校
統
合
に
皆
様
良
く

お
考
え
の
上
是
非
と
も
賛
同

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
議
員

各
位
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

大
多
和
正
之 

議
員

本
案
に
反
対
の
立
場
か
ら

討
論
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
10
日
に
白

子
町
小
学
校
適
正
配
置
等
検

討
委
員
会（
榊
田
委
員
長
）

か
ら
の
最
終
答
申
が
教
育
長

あ
て
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
11
年
に
、
２
学
年
が

一
緒
の
ク
ラ
ス
に
な
る
複
式

学
級
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
た
め
、
複
式
学
級
は
回

避
し
た
い
、
と
の
最
終
答
申

で
、
私
も
小
学
校
統
合
は
現

状
の
児
童
数
等
を
考
え
一
日

も
早
く
の
統
合
が
望
ま
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
令
和
６
年

度
に
お
い
て
教
育
委
員
会
で
、

基
本
方
針
、
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
統
合
に
つ
い
て
の
方

向
性
が
決
ま
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
答
申
さ
れ

た
統
合
時
期
、
建
設
場
所
等

が
決
定
さ
れ
、
付
帯
意
見
の

津
波
対
策
、
道
路
整
備
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
の
移
動
手
段

の
議
論
を
行
い
、
そ
の
後
の

設
計
委
託
料
計
上
が
望
ま
し

い
と
思
う
の
で
、
本
案
に
反

対
い
た
し
ま
す
。

議
員
各
位
の
ご
賛
同
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

大
多
和
秀
一 

議
員

私
は
本
案
に
反
対
の
立
場

で
討
論
を
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算
は
今
進

め
ら
れ
て
い
る
小
学
校
の
統

合
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
私
自
身
は
統
合
に
賛
意

を
持
ち
ま
す
が
、
状
況
を
鑑

み
て
止
む
を
得
な
い
と
い
う

考
え
方
で
す
。

今
回
の
提
案
は
令
和
９
年

４
月
に
統
合
小
学
校
を
開
校

す
る
に
あ
た
り
、
国
庫
補
助

金
の
申
請
を
す
る
た
め
の
必

要
書
類
の
一
部
で
あ
る
新
校

舎
の
設
計
図
を
作
成
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
提
出
期

限
内
に
収
め
る
た
め
の
措
置

で
あ
る
と
判
断
を
し
て
い
ま

す
。で

は
改
め
て
本
町
の
統
合

に
向
け
た
取
り
組
み
の
進
捗

を
見
た
と
き
、
現
在
２
カ
年

に
わ
た
る
小
学
校
適
正
配
置

等
検
討
委
員
会
の
、
住
民
の

目
線
に
立
ち
、
丁
寧
に
進
め

ら
れ
た
協
議
の
最
終
答
申
を

踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
が
基

本
方
針
・
基
本
計
画
の
策
定

に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
後
、
総
合
教
育
会
議
、

住
民
説
明
会
等
を
踏
ま
え
て
、

令
和
７
年
２
月
の
教
育
委
員

会
定
例
会
で
の
議
決
を
経
て
、

統
合
に
向
け
た
準
備
が
さ
れ

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。３

月
の
定
例
会
で
質
疑
・

答
弁
の
中
に
も
た
び
た
び
出

て
き
ま
し
た
が
「
も
し
統
合

が
さ
れ
た
場
合
」
と
い
う
言

葉
で
も
判
断
で
き
る
よ
う
に
、

統
合
が
決
定
を
し
た
の
で
は

な
く
、
校
舎
の
規
模
・
位
置

を
含
め
教
育
委
員
会
が
主
体

と
な
り
こ
れ
か
ら
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
小
学
校
校

舎
建
設
設
計
業
務
は
教
育
委

員
会
の
議
決
後
、
あ
る
い
は

早
く
て
も
議
決
が
見
込
め
る

時
期
が
適
当
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
未 

来
を
見
据
え
て
、
ス
ケ
ジ
ュ 

ー
ル
に
沿
っ
て
確
か
な
歩
み

が
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
、
合

わ
せ
て
統
合
は
避
け
る
べ
き

と
判
断
を
さ
れ
た
28
％
の
住

民
の
方
々
に
、
深
い
理
解
と

支
援
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
基

本
方
針
・
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
す
こ
と
を
教
育
委
員

会
に
要
望
し
、
反
対
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

賛成

反対

反対

授業風景

白潟小学校
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今
井　
滋
則 

議
員

私
は
、
本
案
に
反
対
の
立

場
で
討
論
し
ま
す
。

子
供
の
出
生
が
減
少
し
て

い
る
中
、
小
学
校
の
統
合
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
状
況
で

あ
り
、
小
学
校
の
統
合
は
必

要
と
思
い
ま
す
。

本
年
１
月
に
小
学
校
適
正

配
置
等
検
討
委
員
会
よ
り
、

小
学
校
の
統
合
は
避
け
て
は

通
れ
ず
、
統
合
の
時
期
は
令

和
11
年
以
前
が
望
ま
し
い
と

答
申
さ
れ
た
内
容
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
教
育
委

員
会
と
し
て
令
和
７
年
２
月

迄
に
「
基
本
方
針
及
び
基
本

計
画
策
定
」
を
進
め
た
い
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
答
申
が
出
た
の

み
で
、
教
育
委
員
会
の
会
議

で
何
の
決
定
も
し
て
い
な
い

今
の
段
階
で
「
学
校
建
設
の

設
計
委
託
の
予
算
は
計
上
す

べ
き
で
な
い
」
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は

本
案
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

　
　

市
川　
隆
子 

議
員

私
は
、
本
案
に
反
対
の
立

場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

３
月
議
会
に
続
き
、
３
小

学
校
統
合
の
予
算
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

統
合
は
大
変
大
事
な
問
題

で
す
。

町
は
、
白
子
中
の
敷
地
が

望
ま
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
近
い
将
来
、
白
子
中
の

建
て
替
え
も
視
野
に
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
建
設

場
所
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

プ
ー
ル
や
体
育
館
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
共
用
で
き
る
の
で

施
設
費
が
か
か
ら
な
い
と
言

わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
生
と
小
学

校
低
学
年
の
児
童
が
共
用
し

て
い
て
危
険
は
な
い
の
で
し 

ょ
う
か
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
公
設
公

営
に
な
っ
た
こ
と
を
評
価
し

て
い
た
の
で
す
が
、
学
童
も

敷
地
の
ど
こ
か
に
建
て
て
お

け
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は

働
い
て
い
る
保
護
者
に
も
か

か
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
共
用
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
た
め
に
早
く

新
し
い
校
舎
を
。
確
か
に
新

し
い
校
舎
に
な
れ
ば
、
き
れ

い
だ
し
学
習
環
境
も
良
く
な

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
で

も
、
建
設
し
て
し
ま
え
ば
50

年
か
ら
60
年
は
使
用
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
ど
う
し

た
ら
児
童
が
安
心
安
全
な
学

校
生
活
を
送
れ
る
の
か
、
建

設
し
て
か
ら
考
え
る
の
で
は

な
く
、
建
設
す
る
前
に
考
え

る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。

以
上
の
観
点
か
ら
本
案
に

反
対
す
る
も
の
で
す
。

 

以
上
、
令
和
６
年
第
１
回

臨
時
会
で
の
討
論
に
焦
点
を

当
て
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。議

会
議
員
が
会
議
で
話
す

話
し
方
な
の
で
、
普
段
接
す

る
時
と
感
じ
が
違
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

議
会
議
員
に
会
っ
た
時
に

話
題
と
し
て
み
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

反対

反対

関小学校

白潟小学校　体育館
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